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技術開鰍 No.l23

クマスギの雄花生産量は極めて少なかった
一「花粉生産量予測システム普及事業Jの結果からー

1:じめに

スギは成長が早〈、 III事JIJ材などに府IJljしや

すいことから、日本で広範聞に植晶されて、現在

では向上町452万 ha02%)がスギ排で世われて

います.しかし、 1963<f.にスギ花粉症が報告され

て以来、年々スギ花粉症血J守が柵加し、現在では

rl司!¥!荊Jとまで官われるようになっていて、ス

ギ峠に対しあまり良い印融を持っていない人が多

くなっています.

「スギ花粉症」に対する取り組みの lっとして

体野庁では、前年の1I)j-12JIにかけて雄花町着

花状況を判定することで.盟阜の花粉生産量を下

測する技術略立を目指した.r花粉生産量干測ン

ステム将及I~軍J を実施しています. 予測技術が

傭立すれば、塑年の花粉対簡をすばや〈効車的に

:M縞することが可能となります.

2∞2'1ミ-2∞5年にかけて昆野県で:lf施した調査

結離の概聾とともに、調査の過fl!で 「クマスギJ
と呼ばれる品種が、雄花をほとんど生産しないこ

とが明らかになったので昨せてお知らせLます。

2 間査地及び調査方法

(.)調査地

占に示した、県内3箇所のスギ人工神で調査を

実施しました。このうち 「鎖底調査地」は、上向

井地方のスギ品種で 「結実が少ない」ことで知ら

れているクマスギ林とし、実際に雄花が少ないか

どうかも調査Lました。

(2)聞査方法

①雄花着生状況慣査

毎年日}j-12月に調査地の雄花崎生状況を:!l(Ill! 

鏡で観測Lました。観澗は l調査地あたり40'ド町

スギについて、次の4段階に区分して雄花町清生

状況を判定Lました。

A 樹冠の全面に着生し雌花町溝肢が非常に高い

B 樹冠のほぼ全而に府生

C : iJI!らに靖生または限られた部分に羽生

D 雄花が制測されない

観測立木ごとの雄花高生状況をもとに、政式に

よりスギ林全体の雄イE.'I生状態を雄花指監として

監{直化Lました。

4書11i/，守政=J()()x Aの卸必l!l+5()xBの/llJ1事E

+JOxC四fI!I階段+OxDのfI!Il幹産

②雌花生産量間査

雄イE珊生状況調査の盟年 311から 7JJまでの5

ヶ月間l、調査地の林内にトラップ (開口部40cm

の1'1雑居網トラップ)を20個股置し、花紛紋1M陸

落下する雄花を保取L.雄イE監を湖定しました。

③雌花生産量の推定

雄花指数と雄花散の附悼を解析し、雄花靖生状

況から雄花量を推定するF法について評価LまL
7・~。

3 掴査結果

(1).雄花指数と雄花生産量の年宜勘

2∞2年~耳lOS年かけてのスギ#の雄花指数と雄

花生産量の年変動は図 1-2のとおりで、年に

より大きく変動していました。2∞5年春の瞳花指

監は、中野市、須甑ili‘脱却村でそれぞれ1.4∞、

150、1.540と調査を始時てから最も高い他を示

しました。また、雄イE生産量も盲中野市で邑472

倒1m、須坂市で制6倒1m、般羽村で8.715個1m
となりました。この監字は、劉4臣市では調査をは

じめてから最も高い値.中野市と艇羽村では2番

目に高い値でした。

(2)雄花指数と雄花生産量の関係

2∞2年-2曲5年のかけての '1年UIJの雄花指散と

トラ ァプ法による雄イE'主席最のl同係を示したのが

閑-3です。この閣からもIYIらかなように、雄花

指数と雄花生産量とは強い制1/間関帳があることが

ゆjらかになり、 1111-1211にスギ雄花の着生状況

を且眼鏡で観潤することで、型年#の瞳イE生産量

を下測することが可能と判断できました。

(3)クマスギの雄花生産量

雌イE指数と雄花生産量をみると (悶 l、2)• 

"・野市やiI!羽村で重匹敵の雄花がみられた血作年

でも、 Ui荻Iliではほとんど雄花がみられず、雄イE
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筑泊6.1

材質は未知の状態です。これらに比べ 「クマス

ギ」はすでに成林しており、その成長や材質は他

の品磁のスギと比べて劣ることはないようです。

「クマスギ」は今桂スギ花扮のタないスギとして

布笠な品極と考えられます.

(育林郁

生産量は常に極的て少ない結果となり 「結集が世

ない」ことで知られているクマスギの実態を雄花

(花粉)の面からも数字で示すことができま Lた。

全国で 「雄花の靖生量の少ないスギ」ゃ 「無花

粉スギ」などが報告されていますが、これらのス

ギはこれから造林するものがほとんどで、成長や 近藤道治)
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